
1 章  いろいろなエネルギー                           〔９／１４．１５〕 

第３節 エネルギーにはどんなすがたがあるか （ｐ５７～５８）   （本時 １／３） 
 

学習のねらい 

 電気エネルギーの使われ方に興味・関心をもち、それによって生じた熱や光などもエネルギーで
あることを実験によって確かめ、エネルギーにはさまざまなすがたがあることを説明できる。また、
日常生活の事例から、エネルギーがさまざまなすがたに移り変わることを理解し、エネルギーが移
り変わるときには、エネルギーの総量が保存されることを説明できる。 

 
探究ﾌﾟﾛｾｽ 学習活動 支援（学校） 支援（ＩＴＶ） 
１ 課題意識 
 
◇課題確認 
 
 
 

○前時の学習を振り返る。 
 
○本時からの学習を確かめ
る。 

◇いろいろなエネルギーがあ
ることを話題とする。 
◇本時の学習のめあてを確か
める。 
 

◎前時の学習を振り返
るコンテンツを提示す
る。 
 
 
 

 
２ 見通し 
①話し合い 
 
 
 
 
 
②まとめる 
 
 
 
 
 
 
 
③話し合い 
 
 

 
○電気エネルギーはどんなと
ころに使われているか話し
合い、発表する。 
 
 
 
○図９などを参考に、電気エネ
ルギーについて説明を聞く。
 
 
 
 
 
 
○電気エネルギーで生じる熱
や光などもエネルギーか話
し合い、発表する。 

 
◇身近な例としてどういうのが
あるのか考えさせる。 
 
 
 
 
◇手動式懐中電灯や豆電球な
ど、直接体験を通して考えさ
せたい。 
 
◇①の例について、他のエネ
ルギーが考えられないか考
えさせてから、③に進む。 
 
◇不確かさをもたせながら、実
験２で確かめることを伝え
る。 

 
 
 
 
 
 
 
◎電気エネルギー活用
の発見や発明につい
て紹介するコンテン
ツを提示する。 
 
 
 
 
 
 
 

２ 課題意識 
◇課題確認 
 
 
 
 

 
○本時の課題を知る。 
  
 
 
 

 
◇本時の学習のめあてを確か
める。 
 
 

 
 
 
 

３ 観察・実験 ○実験２を行い、熱や光がエ
ネルギーだといえるかどうか
調べ、結果をまとめる。 

◇熱や光によって物体を動か
したり、電流を発生させたり
できるか調べさせる。 
◇熱や光がエネルギーである
ことを実験のねらいとする。 
 
 
 
 

 

４ 考 察 ○実験２の結果から、エネルギ
ーであることを論理的に説
明できるように考察をまとめ
る。（次時につながる） 

◇個別で考えさせた後に、グ
ループ内の情報交流をさせ
たい。 
 
◇次時に論理的な説明ができ
るように支援する。 

◎対話Ａで、結果を整
理し、個の考えを引
き出しながら、論理
的な内容となるように
導く。 
 

〔支援形態  対話 A：対人，対話 B：対ｸﾞﾙｰﾌﾟ，対話 C：フリー〕 

電気エネルギーの使い方について、自分の意見を
積極的に発表できる。   【興味・意欲・関心】

熱や光もエネルギーであることを、実験を通して
確認できる。          【技能・表現】

実験２ 熱で物体を動かし
たり、光で電流を取り出し
たりしよう。 

エネルギーには、どんなす
がたがあるか調べよう。


